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≪≪≪≪血清血清血清血清タンパクタンパクタンパクタンパク XXXX のののの膵膵膵膵癌癌癌癌バイオマーカーバイオマーカーバイオマーカーバイオマーカーとしてのとしてのとしてのとしての有効性有効性有効性有効性    ≫≫≫≫    

＜＜＜＜本発明本発明本発明本発明のののの概要概要概要概要＞＞＞＞    

膵癌は発見が困難であり、かつ、進行速度が速く、発見されたときには治療困難であることが多い難治性がんの一つであ

る。血清タンパク X を測定することにより、膵癌のスクリーニングマーカーとなる可能性を見いだした。 

＜＜＜＜従来技術従来技術従来技術従来技術のののの問題点問題点問題点問題点＞＞＞＞    

膵癌は血清腫瘍マーカーCA19-9 の上昇、腹部超音波検査、腹部 CT 検査などで診断されるが、検診にて腫瘍マーカーの

測定は行っておらず、腹部 CT も通常の検診では行われていない。腹部超音波による膵癌の診断は感度が低く、早期診断

は困難である。CA19-9 も必ずしも膵癌で上昇せず、スクリーニングとしての感度、特異度は十分なものではない。今回発

見した血清タンパク X の測定が膵癌のバイオマーカーとなれば、膵癌の早期発見、CA19-9 が上昇しない膵癌の趨勢をみ

る検査として貢献は大きい。 

＜＜＜＜本技術本技術本技術本技術ののののポイントポイントポイントポイント＞＞＞＞    

正常膵組織、膵癌組織にタンパク X の免疫染色を施したところ、正常膵組織にはタンパク X は存在せず、膵癌組織２０例中

１８例で存在した。（図１） 

    

非担癌者２６９名、膵癌患者１９名の血清タンパク X を比較したところ、有意差を持って膵癌患者で高値をしめした。１９名の

うち７名では CA19-9 の上昇はなかった。（図２） 

 

以上より、血清タンパク X は高感度な膵癌スクリーニングマーカーとして活用でき、膵癌の早期発見に貢献する。 
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